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2023年7月18日 「生物多様性」と「食料・農業・農村基本法」の意見交換会

「生物多様性」と
「食料・農業・農村基本法」の意見交換会

【趣旨説明】



日本の食料自給率の推移

西日本新聞 https://www.nishinippon.co.jp/image/526105/

私たちの食を支える日本の農業の現状

日本の農業従事者の年齢構成（令和4年）日本の農地面積の推移

農水省(2022)資料3:我が国の食料農業農村をとりまく状況の変化
https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/attach/pdf/20220929-9.pdf
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化学肥料のほとんどは輸入、有限の資源、特定の国に依存

持続可能な資源への転換が必要



自然資源・生物多様性を活かした、
持続可能な社会・農業への転換が必要

平成30年版環境・循環型社会・生物多様性白書
https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h30/pdf/full.pdf

地球の限界（プラネタリー・バウンダリー）
による地球の状態

SDGsの目標間の関係

従来、社会・経済の対策に偏りがち
生物圏の対策を基本としつつ、バランスよく

化学肥料や農薬、土地改良など
慣行農業の限界

農業の現状・課題
食料の生産



農地の生物多様性の役割
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・日本の農業産出額（約5兆7,000億円）
の8.3％の貢献（小沼、大久保2016）
・野生種の貢献が大きい
・虫媒のソバ:周囲に森林等昆虫が多い畑
ほど結実率が高い（Taki et. al 2010)

出典:矢作川流域森林物語（豊田市役所森林課）

送粉サービス 調整サービス（病害虫を抑制）

・天敵となる肉食性動物は、数多くの植食性動物
（害虫・ただの虫も含む）や植物、分解者など健
全な生態系が必要
・農薬は害虫より天敵に悪影響がでやすい（生物
濃縮・個体数少なく絶滅しやすい）

持続可能な農業の実現

基盤サービス（有機物を分解、土壌を作り、植物へ養分を供給）

生物多様性・自然資源を生かす



農地の生物多様性の危機

【主な原因】
• 集約的な農業（土地改良など）
• 化学農薬・肥料の使用
•耕作放棄
（水田の場合、katayamaら(2015)）
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生物多様性及び生態系サービスの総合評価
報告書（環境省2021年）

持続可能な農業を支える基盤（生物多様性）が劣化

以前は農地のごく普通種
今は、絶滅危惧種に



食料・農業・農村基本法 とは

■法律の見直しのスケジュール
2022年9月 食料・農業・農村基本法見直し 検証部会（第3者委員会）開始
2023年5月 検証部会が「中間取りまとめ」発表

（現行法の課題と今後の見直し・法改正の方針）
6月 〃 に対する意見募集（7/22〆切）
秋ごろ 「最終取りまとめ」発表

2024年春ごろ 法改正 国会審議、決議

6

■基本法とは?
農政の基本方針を定めた国の法律、「農業の憲法」とも呼ばれる
1999年の法改正で、４つの基本理念の１つに「農業の有する多面的機能の発揮」

（生物多様性保全を含む）が入った
＝農地の生物多様性の未来を決める大事な法律

大事な
山場
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:農（食料の生産）の持続可能性の課題・対策はごくわずか
→農と業 両方のバランスが重要



「生物多様性」と「食料・農業・農村基本法」の
意見交換会
【開催趣旨】
・基本法見直しの提案「 中間取りまとめ」の成果と課題について意見交換
特に、持続可能な農業の実現に向け、その基盤となる生物多様性保全の視
点を中心に
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